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利益相反の審議に関する依頼状

　貴法人の研究者が研究代表者または研究分担者を務める後記2の項に記載の研究に、当機関に所属する後記3の項に記載の研究者（以下「学外研究者」という。）が参加することについて、当該研究課題と学外研究者との関係における利益相反（以下「COI」という。）の審議を貴法人の利益相反マネジメント委員会（以下「COI委員会」という。）に依頼いたします。

　つきましては、この依頼にあたり、後記4及び5の各項に記載の事項をそれぞれ遵守することを約諾いたします。
記
1. 研究代表者または研究分担者
	氏名：
	


2. 研究課題
	課題番号：
	

	課題名：
	


3. 学外研究者
	所署：
	

	職名：
	

	氏名：
	


4. 書類の提出及び協力等

(1) 学外研究者に、「研究に係る利益相反状況申告書」に報告日以前３年間の当該研究課題に関連する活動・報酬（金銭以外の各種経済的利益を含む。）その他の所定事項について記載させ、COI委員会に提出いたします。
(2) COI委員会における審議にあたり、ヒアリング等が必要な場合は、学外研究者に協力させます。

5. 学外研究者所属機関の長の責務等

(1) COI委員会における審議は、学校法人日本医科大学利益相反マネジメント規程に則って行われるものであり、審議及びその結果は、あくまでもCOI委員会の｢意見｣として、当職に対し文書にて通知されるに留まるものであることを了解いたします。
(2) 学外研究者に関する適切なCOIのマネジメント責任と説明責任は、本来学外研究者が所属する機関の長たる当職にあることを認識し、COI委員会からの意見をもとに、必要に応じ、当職の責任においてCOIマネジメントを行うことといたします。

(3) 学外研究者に関するCOI委員会の審議内容（当機関からの提出資料を含む。）は、関係官公署その他正当な理由を有すると認められる相手方に対し、必要な限度において開示されることがあることを予め了承いたします。

以上
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